
宮川公民館（立野、村井）まで　
TEL 465-5119

　明けましておめでとうございます。
　皆様にはお健やかに新年を迎えられたこととお喜び申し上げます。今年は壬寅（みずのえとら）の年です。寅は十
二支の三番目で、冬が厳しいほど春の芽吹きは生命力に溢れ、華々しく生まれるとされています。
　富山県ではコロナウイルスの新規感染者ゼロが続いています。しかし、オミクロン株の国内への侵入対策が取られ
る中、年末年始の帰省や旅行など人の移動に注意すること、感染予防対策を怠らないことが呼びかけられています。
　年度末を迎えて今年度の活動報告をまとめる時期になりました。中止を余儀なくされた行事もありましたが、歩こ
う会など皆様の協力により実施できた行事もたくさんありました、ありがとうございました。同時に令和４年の行事
計画を作成する時期でもあります。令和４年度は安心して従来行われていた行事が実施できるよう願っています。
　本年度も職員一同に対し、ご指導・ご鞭撻のほど、どうぞよろしくお願いいたします。

　食生活改善推進員は市から委託を受けたボラン
ティアです。「食」を通した健康づくりを目指してい
ます。主な活動として、生活習慣予防食、がん予防
食などの調理実習を通して、地域の健康づくりを
普及する活動をしたり地域の行事で健康食の試食
等の調理・提供を行ったりしています。
　家庭と地域の健康づくりのために一緒に活動し
ていただける方をお待ちしています。

　11月9日（火）地区センターホールでケーブルテレ
ビ富山の方を講師としてスマホ教室が行われまし
た。午前の部は基本操作、カメラ、インターネット、
地図アプリ、LINEのそれぞれの使い方を実践形式
で教えていただきました。午後は、日ごろ使ってい
る機能について一通りの説明の後、個別の質問に答
えていただきました。今後、ガラ携からスマートフォ
ンに切り替わっていくため、無料の体験教室が開か
れているという情報を知らせていただきました。

宮川地区食生活改善推進員募集！

「睡眠」と「健康」の知恵袋講座

スマホ教室

今年度、宮川地区では
「地域共生×SDGｓ」に取り組みました。

宮川地区ふるさとづくり推進協議会

会　長　上 島 　 進
新年あけましておめでとうございます。
昨年は当協議会にご理解ご協力を賜り
まして誠にありがとうございました。

昨年の４月より、新しく会長に就任いたしまして、
あっという間に８か月が経ちました。御存知の通り、新
型コロナの感染で宮川地区の行事も思うように行えな
かったのが大変残念でした。しかし、そんな状況だから
こそ工夫して行事を行ったことに感慨深いものがありま
す。
５月の歩こう会では密を避けるため、皆さん間隔をあ
けてなるべく話をしないようにしたり、初めての取組み
として企業が主催した講座では準備、後片付けをしてい
ただくなど、以前と違った講演会となりました。
10月、11月に行われたスマホ教室では人数制限をし
て、特に福寿会の皆さんを中心に使い方などを教わりま
した。参加者の皆さんは最初戸惑いながらも使っていま
したが、最後には個々に質問されて和やかな内に終了し
ました。
６月、11月には宮野小学校の生徒さん達と福寿会の皆
さんでいっしょに花植えを行い異世代の交流をしまし
た。
大きな行事として11月に文化祭が行われました。例年
よりも規模を縮小して行うこととなりました。
しかし、心配をよそに多くの作品や、宮川にこにこ市
さんの野菜販売、福寿会の寄せ植え展示、盆栽会の作品
展示、一般住民の作品展示など盛況に終わることができ
た事に心から感謝しております。また、文化祭の開催
中、他の地区4か所に出向いて視察させていただきまし
たが、各地区それぞれ工夫されており、大変学ぶ所があ
り、来年度の参考にさせていただこうと思いました。
最後に、本年も各種事業に昨年同様皆様のご協力を賜
りますとともに、宮川地区の皆様のご多幸を祈念いたし
まして新年のご挨拶とさせていただきます。

宮川地区自治振興会

会　長　柞 山 　 明
明けましておめでとうございます。
皆様には輝かしい新年をお迎えの
こととお慶び申し上げます。また、

昨年は、コロナ禍にありましたが、宮川地区の自治活
動にご協力を賜り心から感謝申し上げます。
さて、当地区では2030年を目標とするＳＤＧｓ（持
続可能な開発目標）に取り組むこととし、昨年はその
学習期間と位置付けました。なかでも小学生の皆さん
に「2030年のみやかわ」と題した絵画を募集したとこ
ろ、宮野小学校のご協力で160点余りの応募がありまし
た。どの作品にも家族や友人の笑顔があふれ、豊かな
自然や、なかには地域の芸能や農業を描いたものもあ
り、子供たちの豊かな感性を感じ取ることが出来まし
た。2030年の子供たちの夢を叶えるのは私たちの使命
です。皆様には、各自治会の活動により積極的にご参
加いただくことや「エコな生活習慣」が活動の第一歩
と考えます。
また、関係の皆様のご尽力で（仮称）婦中熊野・宮
川保育所が今秋に竣工予定です。両地区の児童数が増
加していることもあり、230名を超える子供たちが完成
の日を心待ちにしています。地角地区をはじめ、住民
の皆様には今後共のご協力の程、お願い申し上げま
す。
最後に、当会は各自治会様からの要望事項の実現を
はじめ、「住み続けたい心豊かな宮川」の実現に向
け、関係の皆様のお力添えをいただきながら鋭意取り
組んでまいります。昨年同様、当会へのご意見、ご叱
咤を賜りますようお願い申し上げます。
最後になりますが、この一年の皆様のご健康、ご活
躍をお祈りして新年のご挨拶と致します。

　12月22日（水）、今年も年末年始を明るい気分
で迎えられるように、民生委員の皆さんが手分けを
して1人暮らしの皆さんに、サイネリアの花鉢とお
菓子を届けました。
　皆さんは、サイネリアとお菓子を受け取り満面の
笑みを浮かべ感謝しておられました。

　１１月２１日（日）明治安田生命富山支社ＦＰ担当
の講師利波敏子氏からお話がありました。

　制度や分野ごとの縦割りや支え手、受け手という
関係を超えて、地域住民や地域の多様な主体が「わ
が事」としてとらえ、人と人、人と資源が世代や分
野を超えて「丸ごと」つながり、住民一人一人が、
地域、暮らし、生きがいを共に創り、高め合う社
会で、今後、日本社会全体で実現していこうとする
社会全体のイメージやビジョンを示すものです。

（西保健福祉センター）

一人暮らし高齢者の皆さんに、
花鉢を届けました！
一人暮らし高齢者の皆さんに、
花鉢を届けました！

連絡先

ご寄付ありがとうございました
婦中町広田　　柞山　良博 様
募金を寄付していただきました

宮川地区の福祉のために大切に活用させていただきます。

11月21日（日）午前に
宮川盆栽会会員の皆様が
例年の講習会を兼ねて、
公民館南側の「築山庭
園」で雪吊り作業を実施
されました。
盆栽会会員の皆様は、
手慣れた手さばきで、沙
羅双樹、錦木をはじめと
して木々の種類や大きさ
によって雪吊りの仕方を
変え、雪の被害を防ぐと
ともに冬の庭の風景を美
しく飾っています。
盆栽会の皆様ありがとうございました。

宮川盆栽会築山の雪吊りを実施

― 地域共生社会とは ―
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速星中学校新体育館竣工

北陸電力出前講座

－皆様のご浄財で超大型スクリーンなど設置－

例年2月に、冬のイベント！として異世代ふれあい交流事業を行っている「なべ祭
り」ですが、コロナウイルス変異株の感染、３回目のワクチン接種の状況など、室内
で行う、飲食を伴う行事のため中止といたします。
運動不足にならないよう、また抵抗力をつけられる生活に心がけ、冬を乗り切って
いただけるよう願っています。

「なべ祭り」中止のお知らせ

新しい防災マップ
避難行動マニュアル
ができました

宮川地区ふるさとづくり推進協議会

宮川地区と婦中熊野地区のふるさとづくり推進協議会が協同
で、新しい「宮野地区防災マップ」と、「宮野地区避難行動マニュア
ル」を作成しました。
今までの「宮野地区防災マップ」は、平成29年に発生した「磯川」の浸水災害もあり、令和元年10月に作成しまし
たが、その後富山市が発行する洪水ハザードマップ等を含めた防災情報が更新されたため、新たに発行することに
しました。発行にあたっては、「概ね1,000年に一度程度の想定される最大浸水想定図」を描き、避難場所、警戒レ
ベルを明記し、文字も大きくしました。
「宮野地区避難行動マニュアル」については、皆さん（中学生以上の方）が携行しやすいように、八つ折にした名
刺サイズにしました。
内容は、避難場所、備蓄品リスト、持出品リスト、災害伝言ダイヤル、本人・家族の情報、警戒レベル、避難時の行
動を16ページにまとめましたので、ご確認いただき、必要事項はご自分で記入し、常に携行していただければと思
います。

尚、作成にあたっては下記の団体のご協力を戴きました。ご協力有難うございました。
宮川自主防災会、宮川地区防犯協会、婦中熊野地区自主防災会、婦中熊野地区防犯協会

※1次配布で申し込みされなかった方は、自治会長さんに申し込んでいただきますようお願いします。
　　防災マップ、チェックリスト　〇 部、避難行動マニュアル　〇 部

今までの防災マップ

避難マニュアル（表）

避難マニュアル（裏）

新しい防災マップ

今回、成人式を迎えられるのは、平成13年4月2日～平成14年4月1日に生まれた方々です。
宮川地区では、16名の皆さんが新成人となられます。皆様のご活躍とご多幸をご祈念いたします。

その中から2人の方に20歳の抱負を聞きました。

この度は無事に成人式を、迎えることが
でき大変嬉しく思います。こうしてここまで
来られたのは、家族はもちろん地域の方々
や友人の支えがあったからだと思います。
心から感謝しています。
私は現在、短期大学に通い介護福祉士を

目指し知識や技術を学んでいます。施設実
習を通して利用者の生活を支えることの難
しさを実感しました。一方で利用者の「あり
がとう」という言葉や笑顔から人の温かさ
をあらためて感じることができました。
今後、実際に現場で支援に携わっていく

において、「この人に介護してもらえてよ
かった」と思っていただける存在になるた
めに、何気ない一言や表情を見逃さず、思
いに寄り添い、利用者の笑顔を引き出して
いけるような関りを強く意識して行きたい
と思います。
４月から社会人としての一歩を踏み出し

ますが周りの方々への感謝を忘れず、頑
張っていこうと思います。

ご成人 おめでとうございます

鳥野見　優衣
この度、コロナ渦ではありますが、無事に成人式を迎えることがで

き、大変嬉しく思います。ここまで支えてくださった家族や先生方、地
域の皆様、友人、多くの方々に心から感謝しております。
私は現在、富山大学に通い、小学校の先生を目指し勉強をしていま

す。これまで小中高とお世話になった恩師の先生方のようなどんな時
も子供たちのことを１番に考え、優しく、時に厳しく親身になってくれ
るような教師になれるように日々努力しています。まだまだ未熟ではあ
りますが、教育に関する勉強や実習を通し、難しさも感じながら、教師
という職業の素敵さややりがいを感じています。
現代の学校現場では、いじめや不登校児童の対応、ICT教育の充

実、外国語教育、プログラミング教育など様々な問題や、時代に合わ
せた取り組みが始められています。教師に対するニーズが多様化する
中で、私自身も教師に求められる資質能力が少しでも高まるよう、たく
さんのことを学んでいきたいです。
自分の進んだ道に後悔のないよう責任をもち、夢に向かって精一杯

頑張っていきます。
そして、私はこの地元が大好きなので、これからもこの大好きな地

元と地元のみんなを大切にして、何年経っても集まれる関係性で仲良
くしていきたいです。そしていつかは宮野小学校で教師をしたいです。
20歳になりましたが、これからも今までと変わらず、明るく元気に健

康に、楽しんで笑顔で毎日を過ごしていきたいと思います

齊藤　若奈

　令和３年11月６日、新体育館の竣工式が同校教育
振興会（柞山明会長）主催で開催されました。旧体育
館が築40年を超えたこと、また、生徒数が1,013名
と大規模校となっていることから新体育館の建設が
待たれていたもので、バスケットコートが２面とれる
規模を有し武道場も併設されました。
　校区の皆様には２年間にわたりご浄財を賜りまし
たが、超 大 型スク
リーンや舞台幕（写
真）の購入に使用さ
せて頂きました。皆
様のご協力に心か
ら感謝を申し上げ
ます。

　１２月１２日（日）北陸電力株式会社桑原　勉氏より「エネ
ルギーや環境について考えてみませんか？」というテーマで
お話をいただきました。宮川地区の水力発電所で1か月に発
電される電気は、宮川地区の家庭、22か月分の発電量で、環
境にやさしく、コストが安いことを紹介されました。また発
電方法のメリットと課題について、化石燃料を使う発電方法
は資源に限りがあり、地球の温暖化につながっていると説明
されました。電気の節電方法について電気器具ごとにポイン
トを紹介され、節電を実践することが地球温暖化対策に貢
献することにつながるとわかりました。

　宮川にこにこ市は、
地域の皆様に愛さ
れ、お陰様で開業30
周年を迎えました。日
頃の感謝を込めて、
令 和3年11月23日
（火）12:00 ～ 14:30
まで品物を購入され
る先着50名のお客様
に粗品をお渡ししま
した。雨風の悪天候の中、多数お越し下さりありがとうござ
いました。これからも会員一同、「にこにこ」と販売していくつ
もりです。また、仲間の会員も募集しています。よろしくお願
いします。

受賞おめでとうございます

柞山　俊正 様

危険業務従事者叙勲　瑞宝単光章
矯正業務功労

友崎　一男 様
富山市　市表彰　一般表彰　市功労

にこにこ市　祝30周年
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